
                                             165 
 

郷土資料の作成と活用に関する研究 

―副読本「かわさき」の編集を通して― 
  
郷土資料編集会議 

  中川 通彦１   佐藤 俊司２   小松 典子３   栗林 昌人４   山本 充起５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

キーワード：副読本，新学習指導要領，問題解決型，今日的課題，学び方，高学年での活用， 

      補助教材の開発 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １川崎市立向 丘小学校教諭（長期研修員 ）      ２川崎市立末  長小学校教諭（研修員） 

 ３川崎市立王禅寺小学校教諭（研修員）        ４川崎市立宮崎台小学校教諭（研修員） 

 ５川崎市立宮 崎小学校教諭（研修員） 

Ⅰ 主題設定の理由………………………166

１.副読本「かわさき」作成の意義………… 166

  (1)子どもを取り巻く状況から……………166 

  (2)社会科の目標から………………………166 

  (3)地域学習における 

教科書の限界から …………  167 

 ２.活用にあたって………………………… 167 

Ⅱ 研究の内容………………………………… 168 

 １.研究の方法…………………………………168 

 ２.研究の内容…………………………………168 

(1)今後の副読本「かわさき」のあり方…168 

(2)教科書と副読本の関係……………169 

(3)研究全体構想図……………………170 

(4)現行副読本の課題と改善点………170 

  (5)副読本「かわさき」基本構想……172 

  (6)学習指導資料集の作成……………176 

  (7)ＤＶＤ教材の開発…………………178 

Ⅲ 研究のまとめ…………………………180

参考文献……………………………………180

指導助言者…………………………………180

研究協力者………………………………… 180 

 

副読本「かわさき」は，昭和３０年の発刊以来，数次の改訂を経てきた。現行副読本は平成５年度

に発行され９年目を迎えている。長い歴史をもつ副読本であるが，学習への活用方法についてはあま

り理解されずにきたのが実情である。そこで，副読本の効果的な活用を図るために，平成６年度より

１２本の検証授業を行ってきた。検証授業を通して課題となるものがいくつか挙がるとともに，「身

近な川崎ではどうなっているのだろう」という視点をもつことにより高学年においても大きな効果を

発揮することが分かってきた。 

本研究会議では，これまでの研究成果と川崎市総合教育センターの総括主題をもとに，来年度より

全面実施を迎える新学習指導要領に準拠した副読本の作成にあたっている。具体的には，「問題解決

型の副読本」「今日的課題にも対応した副読本」「学び方を学ぶ副読本」への移行，さらに，高学年で

の活用を目指して編集作業に取り組んでいる。また，副読本をより効果的に活用するために補助教材

の開発も進めている。副読本を活用した授業展開例を中心とする「学習指導資料集」の作成と写真等

の資料だけではイメージを膨らませることが難しい場面を補う「ＤＶＤ教材」の開発である。 

要   約

目   次 
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Ⅰ 主題設定の理由 

１．副読本「かわさき」作成の意義                                 

（１）子どもを取り巻く状況から 

 地域とのかかわりが薄い，身近な人との出会いが少ないという子どもの実態がクローズアップされ

ている今日，地域とのかかわり，身近な人との出会いの機会が重要視されている。 

 図Ⅰ－１は，指定都市教育研究所連盟が平成１０年１０月に行った調査結果の一部である。１２都

市に在籍する小学校４年生，６年生及び中学２年生の男女各２００名，総計４００名を抽出して行わ

れた（各学年 n＝200×２×12＝4800，各都市ｎ＝400×３＝1200，全体ｎ＝1200×12＝14400） 

≪設問１６：あなたにとって，「自分の町」とはどんなところですか≫の結果である。 
　　　　　　「自分の町はどんなところ」（設問16）

　　　　小４ 10.3 36.4 30.6 14.3 8.4  4800

　　　　小６ 6.4 26.9 39.2 12.6 14.9  4800

　　　　中２ 5.2 18.4 36.4 13.5 26.5  4800

生活に役立つこと
を学ぶところ

人や自然にふれる
ところ

つきあい方を学ぶ
ところ

生活に必要なもの
を得るところ

ただなんとなく住
んでいるところ N

　　　　全体 144007.3 27.3 35.3 13.5 16.6

  
小学校４年生の１位である「人や自然にふれるところ」が学年進行とともに急激に減少し，それに

対して「ただなんとなく住んでいるところ」が増えてきていることが分かる。この分析として「子ど

もたちは学年進行とともに，地域を自分からかかわる空間，自分を成長させる空間としてはとらえて

いないといえるのではないだろうか。」１）としている。 

このような状況を改善していくためには，地域の一員として日々の生活を送っている空間である地

域を，今一度子どもたちの側に引き寄せていく必要がある。社会科学習においては，社会的事象の意

味を観念的な理解に終わらせないためにも，子どもたちに具体的な地域の様子を見せることが大切で

ある。見学や調査などの活動を取り入れ，人の営みを通して地域の社会的事象の特色や相互の関連に

ついて考える学習を展開していく必要がある。 

 このように地域とのかかわりや地域学習の重要性を考える上で，身近な「人・こと・もの」

に出会うことができる副読本は，今後更に大きな役割を担ってくると考える。 

（２）社会科の目標から 

来年度より全面実施を迎える新学習指導要領に示されている社会科の目標は現行通りであり，「社会

生活について理解を図り，我が国の国土と歴史に対する理解と愛情を育て，国際社会に生きる民主的，

平和的な国家・社会の形成者として必要な公民的資質の基礎を養う。」とされている。この中の｢公民

的資質の基礎を養う｣という文言は， 昭和４３年版の小学校学習指導要領より終始一貫述べられてき

たものである。つまり，社会科の目指すべき究極の目標は｢公民的資質の基礎を養う｣ことにあるとい

える。 

１）指定都市研究所連盟「子どもがとらえた教育環境」東洋館出版社 2000 年 3 月 Ｐ．38 

図Ⅰ－１ 
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 それでは，この公民的資質を小学校社会科学習の中でどのように養っていけばよいのか。まずは，

自分たちの住む地域をより深く理解することが必要になる。そこで，第３学年及び第４学年の目標は

以下のように示されている。 

≪第３学年及び第４学年の目標（２）より≫              

（２）…（略）…，地域社会に対する誇りと愛情を育てるようにする。  
この（２）の「地域社会に対する誇りと愛情を育てる」という文言は今改訂で新たに加わったもので

ある。第３学年と第４学年の目標が一括して示されたことと合わせ，第３・４学年の社会科学習は今

まで以上に「地域学習」の性格を色濃くしたものといえる。 

次に第５学年，第６学年の目標を見ていく。 

≪第５学年の目標（２）より≫ 

（２）…（略）…，国土に対する愛情を育てるようにする。 

≪第６学年の目標（２）より≫ 

（２）…（略）…，平和を願う日本人として世界の国々の人々と共に生きていくことが大

切であることを自覚できるようにする。  
発達段階に合わせた各学年の目標を見ていくと，地域を基点として，徐々にその範囲を広げていっ

ていることが分かる。第３・４学年では生活の舞台である地域の「人・こと・もの」に学ぶことによ

り社会的事象の見方・社会生活のあり方を学んでいく。そして，この学びで得た『物差し』をもって

第５・６学年の学習に移行する。つまり，地域という物差しを持つことにより初めて日本，そして世

界へと目が向けられるのである。その意味においても，地域学習の重要性は非常に大きいものがある。

この物差しを持つための教材が副読本である。 

（３）地域学習における教科書の限界から 

 今改訂において，第４学年と第５学年に分かれていた国土の学習が，第５学年に集約された。これ

を受け，地域に密着した学習が一層弾力的に展開できるようになった。ところが，教科書の記述は子

どもたちの住んでいる地域とは当然のことながら異なった地域を扱っている。社会的事象の一般化，

概念化を図るという点では有効であるが，子どもたちの興味・関心，発達段階を考慮すると教科書活

用の限界が感じられる。  

 
２．活用にあたって 
 今改訂の社会科改善の基本方針については，次のように示されている。 

≪社会科改善の基本方針（イ）より≫ 

（イ）…（略）…網羅的で知識偏重の学習にならないようにするとともに，…（略）…，基礎的・

基本的な内容に厳選し，学び方や調べ方の学習，作業的，体験的な学習や問題解決的な学習

など児童生徒の主体的な学習を一層重視する。 

 この方針をふまえ，授業への改善が求められている。社会の出来事や事柄，地名や年号などの細か

な知識を覚えることに偏った学習から，子ども一人一人が観察・調査，体験などの具体的な活動を通

して，社会的事象の意味や働きなどを考えたり自分の意見を述べたりする学習指導への改善である。 

これらのことを考え合わせると，副読本の活用にあたっては，従来行われてきた，教師が副読本の

内容を子どもたちにどのように教えるかという学習から，子どもたちが副読本を一つの資料として主

体的に活用していく能力の育成へと発想の転換を図っていかなければならない。 
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以上の考え方をもとに，本研究では次のような主題を設定した。 

【研究主題】 

郷土資料の作成と活用に関する研究 

Ⅱ．研究の内容  

１．研究の方法 
○次期副読本の性格を明らかにする。 

 ・副読本作成の意義と川崎市総合教育センターの研究の総括主題を根底に据え，副読本「かわさき」

大改訂の構想を立てる。 

 ・教科書と副読本との関係を明確にする。 

○現行副読本の課題とその改善点を探る。 

○次期副読本編集にあたっての基本構想を立てる。 

○基本方針に添って次期副読本の本編及び補助教材を作成する。 

  
２．研究の内容 
（１）今後の副読本「かわさき」のあり方 

 今回の学習指導要領の改訂は，来年度より実施される学校週５日制の下で，基礎的・基本的な内容

の確実な習得を図り，自ら学び考えるなどの「生きる力」を育成することを基本的なねらいとしてい

る。当センターにおいても，「生きる力」の育成を根底におきつつ，川崎らしい教育の創造を目指して

おり，研究の総括主題を次のように定めている。 

  「川崎の特色が生きる教育の創造」 

そして，上記の研究の総括主題を具体化するために，次の３つのキーワードを設定している。 

  「自ら学ぶ」「共に学ぶ」「学び続ける」 

この３つのキーワードを本研究会議に生かし次期副読本のあり方について以下のように考えた。 

①問題解決型副読本への移行…キーワード『自ら学ぶ』より 

 子どもたちが意欲を持って主体的に学習に取り組んでいくためには，社会的事象を自分の問題とし

てとらえ，様々な解決方法を駆使して，友達の意見と自分の考えをすりあわせながら，自分なりにま

とめていく活動を繰り返し経験していくことが大切である。そこで，次期副読本のあり方としては，

従前のような内容解説型の副読本から脱却し，調べて考えることができる副読本の編集が望まれる。 

≪問題を発見する力の育成≫ 

問題解決的な学習を進めるための第一歩は，問題を発見することにある。そして，その問題の発見

は，社会的事象を自分の問題としてとらえることから始まる。そこで，事象との出会い，副読本でい

えば資料との出会いが大切になってくる。自分の身近な存在（物理的にも心情的にも）である地域，

自分の生活の舞台である地域を出発点とした問題は，子どもたちに切実感をもたらす。 

取り上げる社会的事象，それに伴う資料を吟味，選定し，子どもたちにとって「不思議」がたくさ

ん詰まっている事象と資料の提示が必要である。具体的事実を見つめることにより，今まで気にもと

めていなかったことが「分からない」「どうしてなんだろう」と思えてくるような事象と資料の提示を

第一に考えなければならない。その際，何を見るのか，どう見るかなどの投げかけ，教師の支援が大

切であることは言うまでもない。 
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≪資料を活用する力の育成≫ 

 副読本の命は資料であるといっても過言ではないが，資料から事実を読み取る力が備わっていなけ

れば問題を発見，追究，解決していくことはできない。事実を認識することが問題解決の始まりとな

る。写真，地図，統計資料，年表，働く人の話等を目的・発達段階に即した形で提示し，学習を進め

る中で資料の見方，事実を読み取る能力や技能の育成を図る。そのためには，１ページ，１資料ごと

にねらいに即した資料を提示することはもちろんのこと，提示の仕方を工夫することが必要である。 

≪考える力の育成≫ 

 主体的な学習を展開する際には，本来，問題は一人一人個性的なもの（社会科のねらいから逸脱し

ていないことはもちろんのことであるが）である。ましてやその問題が自分の生活とのかかわりの中

から生まれてきたのであればなおさらである。地域に学習の場を求めることのメリットがまさにそこ

にある。目には映っていても見えてこなかった地域の｢人・こと・もの｣を教材化することにより，自

分の生活とのかかわりの中で調べたり，考えたりするようになる。このような学習を繰り返し経験す

る中から一人一人個性的な社会的なものの見方，考え方が生まれてくる。 

②今日的課題への対応…キーワード『共に学ぶ』より 

 「共生」は２１世紀を生きていく上でのキーワードになる。これからは，人と人との共生ばかりで

なく，人と自然との共生も図っていかなければならない。 

・人と人との共生→「国際理解」「平和」「人権尊重」「福祉」 

・人と自然との共生→「環境」 

 これら今日的課題に対しても，身近な川崎を窓口として学習を進めていくことは意義のあることと

考える。自分たちの足下を見つめ，考えるきっかけがつかめる副読本の編集が望まれる。 

③学び方を学ぶ副読本への移行…キーワード『学び続ける』より 

 変化の激しい今日，新しい知識や技能を身につけても数年，あるいは数ヶ月を経てしまえば使い物

にならない状況も出てくる。学校教育においてもその流れは同じである。しかし，身につけた知恵は

一生ものである。例えば，解決したい問題があり，それに対して人に聞いたり，図書館で調べたり，

インターネットで検索したりして解決した経験は成就感となって残り，その後の学習への応用・発展

として転移できるばかりでなく，生涯にわたって学び続ける意欲を喚起する。つまり，学び方の基礎

を身につけるということは生涯学習の基礎を身につけることである。そこで，吹き出しを活用して調

査・観察・資料収集等の示唆を与えたり，様々な人たちへのインタビューを囲み記事として提示した

りして，子どもたちに多様な学習活動を促すような構成の仕方が必要である。 

 

（２）教科書と副読本の関係 

副読本と教科書とは決して対立する関係にあるものではない。また，教科書を補完するために，学

習内容をただ単に地域学習に置き換えただけのものでもない。社会科の学習は，社会的事象を具体的

に観察したり，資料を活用したりして学習を進めるが，単なる事実認識に終始するものではなく，そ

の社会的事象の意味を考えることが大切である。地域学習で得たものと教科書に記載されたもの(また

はその逆)とを比較し，類似性や相違性を見つけることにより社会的認識が深まったり，広まったりす

る。出発点は異なるが，両者とも公民的資質の基礎を養うことを最終目標としている。したがって，

教科書との関連を重視し，教科書と副読本の両方を学習資料として活用できるように配慮して編集す

ることが大切である。 
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（３）研究全体構想図 

 

                                  図Ⅱ－１ 

                                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）現行副読本の課題と改善点 

学習指導資料集としてだけではなく，市民読本としての性格も期待されている現行副読本が発刊さ

れ 9 年目を迎えている。この間，副読本の効果的な活用と今後の可能性を探るために，平成６年度よ

り１２本の検証授業を行ってきた。また，平成８年度には利用状況アンケート調査を実施した。これ

らの研究成果から，現行副読本の課題を明らかにし，その改善点を探った。 
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≪現行副読本の課題≫ ≪次期副読本での改善点≫ 

○学習指導資料として活用しきれていない現状 

現行副読本編集の基本方針の一つに「川崎市域

の正しい姿をとらえ，市民意識の向上を図る」と

いうものがある。市民読本としての役割ももって

いるため，直接学習に活用されない資料が掲載さ

れていたり，同ページに市民読本としての資料と

社会科の学習で活用される資料とが混在したり

していて活用しにくい面がある。 

 

対象学年，単元のねらい等各ページの性格を明確

にして素材を収集していく。教材化にあたっては，

現行副読本で示している次の５点を大切にし，精

選，検討を加えていく。 

・社会的事象を具体的かつ明確に示しているもの。 

・川崎で特有なもの。 

・他の地域と比較が可能なもの。 

・子どもの生活経験と結びつくもの。 

・子どもが見聞きすることが可能なもの。 

○資料からイメージを膨らませることの難しさ 

 例えば，区や市の特色ある地形や土地利用の様

子を調べる場合，航空写真や地形図，土地利用図

等を活用して学習していく。しかし，３年生の子

どもたちにとって写真と地図を見比べて特徴を

とらえていく学習は難しいばかりでなく，退屈な

学習にもなりがちである。 

 

動画の活用が考えられる。動く映像は，子どもた

ちに臨場感をもって事象に対峙させることができ

る。左記の例から考えると，動画に接することによ

り，子どもたちの興味・関心が増し，さらに地形条

件による土地利用の違いがとらえやすくなる。 

○高学年での活用 

 学習者の対象を中学年に絞っているため，高学

年での活用が見られない。しかし，地域学習の重

要性は中学年に限ったことではない。 

 

 

第５学年の産業学習，第６学年の政治学習や歴史

学習の中においても子どもの身近な地域の事例を

取り上げ，体験的な活動や具体的な調査活動を導入

することにより，生き生きとした授業が展開され

る。「身近な川崎ではどうなっているのだろう」と

いう視点から単元を組み立てるような学習，川崎

（地域）発の学習・単元構想に活用できる事例を取

り上げていく。 

○人の営み 

 町の景観，施設の紹介等豊富な資料が掲載され

ていて，地域情報の読本としての完成度は高い。

しかしその反面，川崎市に根を下ろし，川崎市で

働く人の具体的な営みが見えてこない。 

 

働く人々の出会いの中で，人間の様々な生き方に

触れ，共感し，子ども自身が生き方を学ぶことがで

きると考える。そこで，「人」に焦点が当てられる

ところは，可能な限り取り上げていく。川崎市を地

域としてとらえ，川崎市に誇りを持ち，川崎市の将

来を考えることができるような子どもたちの育成

が求められる。 

○取り扱う地域の範囲 

各区の項で扱っている絵地図が区役所周辺に

限られているので，土地利用と地形条件や社会的

な条件とのかかわりがとらえにくい。 

 

行政区に視野を広げていくことによりこれらの

関係が浮き上がり，川崎市全体の地域による違いま

でとらえることができるようになる。 
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○関連情報 

 教員主導の授業展開を考えて編集しているた

め，「もっと調べてみたい」「実際に見てみたい」

「どこに行けば調べられるのだろう」などの子ど

もたちの要求に応えるような関連情報が少ない。 

川崎市内には，社会科で活用できる博物館，資料

館等数多く存在する。イラストマップで紹介した

り，実際に見学に行くための交通アクセスやインタ

ーネットで調べるためのアドレスなどを盛り込ん

だりすることにより，子どもたちの主体的な学習を

支援することができる。 

○文章記述 

文章が多く，子どもたちにとって親しみにくい

面が見られる。また，写真等視覚から興味を引き

だし，文章記述で意味付けを図っているが，子ど

もたちに読み取らせたり，考えさせたりする要素

が薄い。 

 

各種の資料を通して地域の具体的事実をしっか

り見つめることが大切である。そのような活動を通

して得られる一人一人の問題点や疑問点が主体的

な学習を生み出す。そのためには，発見する目を養

うための投げかけ（何を見るのか，どう見るかなど

の方向性を示す）の記述が必要である。 

（５）副読本「かわさき」基本構想               

①プロット 

単元のねらいと大まかな学習の流れを想定した上でプロット案を作成した。 

 下に示したものがプロット案の一部である。全体の構想を大きく｢地理｣｢産業｣｢歴史｣｢くらしと文

化｣｢ふるさと川崎｣に分け内容を整理した。中項目，小項目に関しては学習のねらいや内容を記述し，

資料との関連を図った。また，編集の対象を明らかにして１ページ，１資料ごとの性格をはっきりさ

せた。 

≪プロットの実際≫ 

 

②紙面構成 

資料は副読本の命である。子どもの意識の流れを大切にしながら，学習のねらいに迫ることができ

る資料提示の仕方を考えなければならない。                    
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 ≪子どもの意識の流れを大切にした資料提示の実際≫ 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料提示の仕方としては，基本的には「重点」「対比」「関連・総合的」の３つが考えられる。 

≪重点≫  

考えを深めたり，広めたりするためには，まず事実をきちんととらえなければならない（事実認識）。

そのため，編集にあたっては，とらえてもらいたい事実を大きく提示する。「昔の臨海部の様子」と「現

在の臨海部の様子」がこれにあたる。 

≪対比≫  

・昔の臨海部…煙がすごい。空気が汚れている。 ・現在の臨海部…煙が見えない。 

 この２つの事実から(比較)当然子どもたちは「どうして臨海部(川崎)の空はこんなに汚れていたの

だろう」「どうして臨海部(川崎)の空がきれいになったのだろう」という疑問をもつ。そして，「原因

は何か」「被害はなかったのか」「くらしの様子はどうだったのだろう」と思考をめぐらせ，学習問題

が練りあがってくる。 

≪関連・総合的≫  

次にこの学習問題を追究する活動が始まる。「当時の新聞」や「公害防止の取組」の資料から原因を

探ったり，市民・行政・企業三者の取組を調べたりする中で，多くの人々の協力があって現在の川崎

の姿があることに気付く（因果関係）。 

 この意識が次時以降の学習『わたしたちを取り巻く環境』『環境を守る』『わたしたちにできること』

につながっていく。これらの学習を通して，「自分たちは何をしたらいいのだろう」（自分の生活との

かかわりでとらえる）という意識が芽生え，日常生活を見直すことによって生活環境を守ることがで

き，それが国土の保全につながる事に気付いていく。 

 このように子どもの意識の流れを大切にして，調べて考える副読本の編集を目指す。 

 

昔の臨海部の様子 現在の臨海部の様子

当時の新聞 

公害防止の取組 

（写真） （写真） 

重点 重点 

（年表） 

（新聞の 

囲み記事） 

対比 

関
連 

関連 

関連 

関
連 

社会的な思考力

や判断力を育てる

ためには、下記に示

す指導を意図的に

設定する必要があ

る。 

・事実を認識する。

・社会的事象を比

較・関連・総合的

に見る。 

・社会的事象相互の

因果関係を探る。

・社会的事象を自分

とのかかわりの

中からとらえる。

以上のことを副読

本の編集に生かし，

紙面構成を考えた。
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③編集例 Ⅰ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習問題の発見・

学習の進め方など

調べ方の示唆

問題解決 

能力の育成

関連情報 

子どもたちの主体的な学習を支援するために、 

・自ら問題を発見する糸口となる投げかけ。 

・問題解決の過程における学習の仕方を吹き出

しにより提示。 

・「実際に見てみたい」など子どもたちの要求に

対応できるような関連情報の紹介。 

問題発見・調べ方の示唆

ワンポイントアドバイス

関連情報 

見学の観点 

働く人へインタビュー

子
ど
も
の
疑
問
や
感
想 
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編集例 Ⅱ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

川崎発の 

学習の充実

学習の基盤を 
地域に求める 

人の営み 

今日的課題を

足元から 

身近な事例から学習を進めていくために、 

・高学年における「導入教材」あるいは「比較

教材」の重要性。地域の教材化。 

・観念的な理解に終わらせないために地域で働

く人の姿を通して。 

・今日的な課題を自分たちの足元から見つめ直

す重要性。 

学習の基盤を地域に 

関

連

情

報 

 今日的課題 

を足元から 

人
の
営
み
・
共
感
的
理
解 
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（６）学習指導資料集の作成 

前述したように，平成８年度に副読本利用状況アンケート調査を実施した。その中の調査項目の一

つに「活用しやすくするための改善点は?」というものがある。その結果として，「学習への活用方法

を具体的に例示する」という回答が多く寄せられた。「副読本の豊富な資料を学習に役立てたいが，ど

こで，どのように活用していったらよいのか…」という現場の姿が見えてくる。 

そこで，次期副読本発行に合わせ，活用方法を記載した学習指導資料集（仮称）の作成が必要であ

ると考えた。 

≪作成のねらい≫ 

 ◎副読本「かわさき」をより効果的に活用するために学習指導資料集を作成する。 

≪編集の基本方針≫ 

・実際の授業で活用するために展開例を示す。 

 ・紙面の関係で掲載できなかった関連資料を紹介する。 

 ・補足説明が必要な資料に関して簡単な解説を加える。 

 ・巻末に「郷土川崎ミニ事典」のページを設ける。川崎の歴史や統計資料を掲載し，資料性を高め

る。 

≪編集の具体化≫ 

 ・Ａ４判。バインダー差込式（部分改訂に対応）。 

・上下二段組。上段に副読本「かわさき」の見開き２ペ 

ージ分を縮小したものを載せる。下段に展開例。 

必要に応じて，関連資料及び補足説明の欄を設ける。 

 ・本文は横二段組。10.5 ポイント，20 字，23 行を基本とする。 

・「郷土川崎ミニ事典」は，横二段組。９ポイント，22 字， 

45 行を基本とする。 

 

 

 

 

≪編集の実際≫…歴史新聞を例にして 

 次期副読本は高学年での活用を視野に入れている。従来の地理的分野を中心とした編集方針に加え

歴史的分野を充実させることで，川崎を空間的な広がりだけでなく，時間的な経緯からもとらえるこ

とができるようにしたいと考えた。また，教科書や市販の社会科学習資料集に記載されている標準的

な教材だけでなく，子どもたちの身近な地域に見られる歴史的な事象を教材化することにより，生き

生きとした学習が展開されることを今までの検証授業からも明らかになった。 

 しかし，次ページの編集例にもあるように，ただ単に地域の学習にとどまってはならない。川崎に

ある古墳と大和朝廷との関係を調べることを通して，大和朝廷の力の大きさが分かることを学習のね

らいとしている。地域の教材を取り上げた場合にも，最終的には，我が国の歴史と先人の働きについ

て関心と理解を深め，「我が国の歴史と伝統を大切にする心情を育てるようにする」ことをねらいとす

ることが大切である。このような編集の意図を学習指導資料集の展開例に示し，学習の流れを中心と

した構成を考えている。 

 

「かわさき」２ページ縮小 

展開例 

・編集の意図 

・学習の流れ 

関連資料 

及び 

補足説明 

10.5Ｐ 

20 字×23 行 

10.5ポイント

20 字×23 行 
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≪第 6 学年での活用≫  

◎編集のねらい 

 大和朝廷による国土の統一の様子を白山古墳や

三角縁神獣鏡を手がかりとして，身近な川崎からと

らえる際に活用。 

≪小単元の目標≫ 

・大和朝廷による国土の統一の様子がわかるように

する。 

・国の形成に関する考え方などについて関心を持つ

ようにする。 

≪前時までの流れ≫ 

○大和朝廷の成立過程を調べる。 

・邪馬台国の様子。 

・大和朝廷の誕生。 

○国土統一の様子を反映している神話を調べる。 

≪掲載事例の活用の一端≫ 

○大山古墳を調べ，大和朝廷の力の大きさを知る。 

○大和朝廷と川崎の関係について調べる。 

・川崎にもたくさんの古墳があった。 

資料：「古墳分布図」「梶ヶ谷神明社上遺跡」「西

福寺古墳」「加瀬３号墳」  

・白山古墳は南関東一の大古墳だ。 

資料：白山古墳実測図，文章資料 

・白山古墳と同じ三角縁神獣鏡は九州でも発見

されている。大和朝廷の力は強大だ。 

資料：「白山古墳と同じ三角縁神獣鏡が発見さ

れた古墳」 

・市民ミュージアムで詳しく調べたいな。 

↓ 資料：「歴史新聞第１号」 

○市民ミュージアム見学の計画を立てる。 

≪その他の活用≫ 

◎身近な遺跡や文化遺産について調べ，それら

を生み出した歴史的な背景に関心を持つ。 

◎学習のまとめとして作成する歴史新聞の参考

例として。 

○中学年の歴史学習を想起する。 

     ↓ 

○副読本「かわさき」を開き，川崎に残る遺跡

や文化遺産について調べる。 

↓ 

○身近な遺跡や文化財の見学の計画を立てる。 

↓ 

○見学したことを歴史新聞にまとめよう。 

（資料：歴史新聞１～１４号） 

? 参考資料 

「川崎の考古」川崎市市民ミュージアム 1988.11 
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（７）ＤＶＤ教材開発 

①開発のねらい 

◎副読本「かわさき」をより効果的に活用するためにＤＶＤ教材を開発する。 

  ・写真からイメージを膨らませることが難しい場面を動く映像によって補う。 

  ・人間の営みや働きを動く映像と肉声により具体的にとらえさせる。  

②ＤＶＤ教材のメリット，デメリット 

 ＤＶＤ教材は，あくまでも副読本「かわさき」を補完するものである。取り扱いを誤り，本末転倒

に陥らないようにするためにもメリット，デメリットを明確にしておく必要がある。 

≪メリット≫ ≪デメリット≫ 

・映像がクリア。劣化しない。 

・見たい画面に瞬時にいける。 

・子どもたちの興味・関心が高い。 

・活動の実態や変化していく状況の把握が

しやすい。 

・実際には見学・観察が難しい事実を見る

ことができる。 

・選択肢があるため，一人一人の欲求に応

じることができる。 

・ナレーションが選択できる。 

・選択肢が多いので，選べない子どもはと

まどう。 

→教師の支援が必要。 

・画面に流れているときだけであとは消え

てしまう。 

→写真や絵図との組み合わせが必要。 

 （副読本との併用） 

 

③ＤＶＤ教材開発予定 

 副読本との組み合わせを考え，以下のＤＶＤ教材開発に取り組む。 

○子どもたちが実際には見学ができないもの→上空からの景観 

  「川崎区」「幸区」「中原区」「高津区」「宮前区」「多摩区」「麻生区」「多摩川に沿って」 

 ○見学が難しいもの 

  「北部市場の様子」「川崎の民俗芸能」  

 ○子どもたちにぜひ見せたいもの…働く人の姿 

  「メロンを作る井上さん」「ものづくり共和国の様子」 

○残しておきたいもの 

「戦争体験者の声（空襲，疎開，生活の様子）」  

④ＤＶＤ教材構想 

≪高津区を例にして≫ 

 ＤＶＤ教材は，あくまでも副読本の補助教材である。したがって，高津区の構成要素を網羅的に取

り上げるべきではない。副読本の各ページのねらいから逸脱せず，子供たちの学習効果を第一に考え

構成を図っていくことが必要である。副読本のプロットから考えると，土地利用の様子，集落の分布，

交通の様子，町づくり，歴史や文化などにスポットが当てられる。その中から，ＤＶＤならではの映

像に絞っていく。例えば，土地の高低などの地形条件や駅前，大きな道路に面したところなどの社会

的な条件による土地利用の違いは空からの映像によって一目瞭然である。土地利用図から区の概観を

とらえた後にＤＶＤでの映像を提示することにより，子どもたちの事実認識が確かなものになってい

く。 
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 以上のような考えから，土地利用の様子の違いを中心に高津区を4 つのブロックに分けて構成を考

えた。（二重囲み） 

「歴史と文化のかおるまち 高津区」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

ＤＶＤでは一つの映像に８つの音声トラックを利用することができる。そこで，英語のナレーショ

ンを入れることにより中学校の選択英語に活用することができる。また，国際化の進展につれて外国

人の在住・在勤が増えている実態を踏まえ，川崎市に対する理解の一助になればと思い外国人用ナレ

ーションを入れることを考えている。 

溝口駅のまわりを見てみよう 

・高津区役所（行政） 

・ノクティ，駅前の商店街 

（商業・町づくり） 

・南武線，田園都市線，南北の 

バスロータリー（交通の結節点）

南武線，第三京浜道路にそって見てみよう

・ＫＳＰ，ゼネラル等（研究開発，先端技術）

・下野毛地区（中小工場群） 

丘陵地を見てみよう 

・処理センター 

・市民プラザ  

・久末のキャベツ畑 

・緑地保全 

円筒分水って 

何だろう 

・二ヶ領用水 

・円筒分水の仕組

み 

・平賀栄治 

大山街道を 

歩いてみよう 

・脇街道の役割

・蔵造りの民家

・岡本かの子，

 濱田庄司 

歴史と文化のかおるまち 
  高津区    ＤＶＤ 

 

ＯＦＦ    対象学年用   教師・一般市民用  中学生用(英語)  外国人用   

  

多摩川にそって見てみよう 

・多摩川 

・平地に沿った住宅 

図Ⅱ－２ 

ナレーション
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Ⅲ 研究のまとめ   

現行副読本は，平成 5 年度に発行され９年目を迎えている。幸にして本研究会議は，現行副読本が

発行されてから現在まで途切れることなく続いている。その間に行われてきた検証授業の考察と今改

訂の社会科改善の基本方針を受けて，従来の内容解説型の副読本から脱却し，調べて考える副読本へ

の転換を目指して現在改訂作業を進めている。本研究を仮説検証型ととらえた場合，現時点では仮説

を立てているところである。次期副読本の作成自体が仮説であり，最終的な検証は市内の教員，子ど

もたちが実際に副読本を手にしたときから始まる。その意味では，研究の成果というものを現時点で

挙げることはできない。強いて挙げれば，「川崎発の学習」を常に意識するようになり，改めて地域を

学習の基盤に置くことの大切さが分かってきたことである。地域は日本に繋がり，世界に繋がってい

く。また，日本や世界の縮図は地域にある。これは，地域学習によって得た物差しを持って世界を見

ていくことを意味する。 

今後の課題は山積しているが，現在作成中の副読本を実際に授業の場面で活用し，資料提示の方法

と掲載資料の有効性に対する検討を加え，よりよい副読本の作成にあたっていくことが第一であると

考えている。 

 最後に，研究を支えてくださいました，研究担当者所属校の校長先生を始め，教職員の皆様，適切

な助言をしてくださいました指導助言者の先生方に，心より感謝とお礼を申し上げます。 
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